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二
十
七
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四
月
十
六
日 

皇
學
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院
特
別
研
究
生 

 

村
田 

希 

倭
姫
命
御
巡
幸
に
ち
な
む
神
社
を
巡
る 

―
佐
佐
牟
江
宮
・伊
蘇
宮
・瀧
原
宮
伝
承
地
を
訪
ね
て
― 

は
じ
め
に 

倭
姫
命
の
御
巡
幸
に
関
係
す
る
神
社
の
う
ち
、
宮
に
ち
な
む
神
社
、
ま
た
は
そ
の
旧
跡
を
確
認
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
四
月
五
日
（
日
）
に
第
一
回
調
査
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
倭
姫
命
の
御
巡
幸
路
や
、

各
神
社
が
ど
の
よ
う
な
由
緒
を
も
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
一
般
向
け
の
本
で
簡
単
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
誤
り
も
多
く
、
著
者
の
主
観
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
研
究
に

使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
御
巡
幸
や
神
社
が
ど
の
よ
う
な
史
料
に
記
載
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
原
典
に
当
た
り
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
内
容
を
覚
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
が
何
に
基
づ
き
調
査
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
お
く

と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

御
巡
幸
路
に
つ
い
て
は
、
『
倭
姫
命
世
記
』
・
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
が
詳
し
く
（
今
回
の
箇
所
に
つ
い

て
『
日
本
書
紀
』
に
は
記
述
無
し
。
）
、
こ
こ
に
本
文
を
載
せ
ま
す
。
す
で
に
見
学
し
た
場
所
で
す
が
、
今

後
の
調
査
の
下
調
べ
の
仕
方
と
し
て
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

垂
仁
天
皇
２
２
年
、
倭
姫
命
は
飯
野
高
宮
と
い
う
所
に
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
多
気
郡
の
佐
佐
牟
江
宮
に
遷

り
、
さ
ら
に
度
会
郡
の
伊
蘓
宮
に
遷
り
、
南
の
山
の
末
に
良
き
宮
地
を
求
め
て
瀧
原
に
到
着
し
ま
し
た
が
、

大
神
の
御
意
に
適
う
地
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
箇
所
で
す
。 

  

『倭
姫
命
世
記
』（思
想
大
系
本
、
一
六
～
一
九
頁
。
） 

二
十
二
年
癸
丑
、
飯
野
の
高
宮
に
遷
り
て
、
四
箇
年
斎
き
奉
る
。
時
に
飯
高
の
県
造
の
祖
乙
加
豆
知
命
を

「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
賜
ふ
。
白
さ
く
、
「
意
須
比
飯
高
国
」
と
白
し
て
、
神
田
並
び
に
神
戸
を

進
る
。
倭
姫
命
、
「
飯
高
し
と
白
す
事
貴
な
り
」
と
悦
び
賜
ひ
き
。
次
に
佐
奈
の
県
造
の
祖
弥
志
呂
宿
禰
命

に
、
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
賜
ふ
。
白
さ
く
、
「
許
母
理
国
の
志
多
備
の
国
、
真
久
佐
牟
毛
久
佐

向
ふ
国
」
と
白
し
て
、
神
田
・
神
戸
を
進
る
。
又
大
若
子
命
を
、
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
賜
ふ
。

白
さ
く
、
「
百
張
蘓
我
の
国
、
五
百
枝
刺
す
竹
田
の
国
」
と
白
し
き
。
其
の
処
に
御
櫛
落
し
給
ひ
き
。
其
の

処
を
櫛
田
と
号
ひ
給
ひ
、
櫛
田
社
を
定
め
賜
ひ
き
。
是
の
処
従
り
し
て
、
御
船
に
乗
り
給
ひ
て
、
幸
行
な
り

た
ま
ひ
て
、
其
の
河
後
の
江
に
到
り
坐
す
。
時
に
魚
自
然
に
集
ま
り
出
で
て
、
御
船
に
参
乗
り
き
。
尓
の
時

倭
姫
命
見
そ
な
は
し
悦
び
給
ひ
て
、
其
の
処
に
魚
見
社
を
定
め
賜
ひ
き
。
其
従
り
幸
行
な
る
に
、
御
饗
奉
る

神
参
り
相
ひ
た
て
ま
つ
り
き
。
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
給
ふ
。
白
さ
く
、
「
白
浜
真
名
胡
の
国
」

と
申
す
。
其
の
所
に
真
名
胡
神
社
を
定
め
賜
ひ
き
。
又
乙
若
子
命
、
麻
神
・
蒭
霊
等
を
以
て
倭
姫
命
に
進
り

て
、
祓
解
へ
し
む
。
陪
従
人
に
及
び
、
弓
劔
を
留
め
て
、
兵
と
共
に
飯
野
の
高
丘
に
入
り
座
し
ま
す
。
遂
に

五
十
鈴
宮
に
向
ふ
こ
と
を
得
た
ま
へ
り
。
尓
れ
自
り
以
来
、
天
皇
の
太
子
、
斎
宮
、
駅
使
・
国
司
人
等
に
及

ぶ
如
き
、
此
れ
等
の
川
に
到
り
て
解
除
を
為
し
、
鈴
の
声
を
止
む
る
。
此
れ
其
の
儀
也
。
其
れ
従
り
幸
行
し

て
、
佐
佐
牟
江
に
御
船
泊
ま
り
給
ひ
、
其
の
処
に
佐
佐
牟
江
宮
造
り
坐
し
ま
さ
し
め
給
ひ
き
。
大
若
子
命
「
白

鳥
の
真
野
国
」
と
国
保
伎
白
し
き
。
其
の
処
に
佐
佐
牟
江
社
を
定
め
給
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
し
た
ま
ふ

間
に
、
風
浪
無
く
し
て
、
海
の
塩
大
与
度
に
与
度
美
て
御
船
を
し
て
幸
行
せ
し
む
。
其
の
時
倭
姫
命
悦
び
給

ひ
て
、
其
の
浜
に
大
与
度
社
を
定
め
給
ひ
き
。
（
分
注
略
） 

二
十
五
年
丙
辰
春
三
月
、
飯
野
の
高
宮
従
り
伊
蘓
宮
に
遷
幸
な
り
ま
し
て
坐
し
ま
さ
し
め
き
。
時
に
大
若

子
命
に
問
ひ
給
は
く
、
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
。
白
さ
く
、
「
百
船
度
会
国
、
玉
掇
ふ
伊
蘓
国
」
と
白

し
て
、
御
塩
浜
並
び
に
林
を
定
め
奉
り
き
。
此
の
宮
に
坐
し
ま
し
て
供
奉
す
。
御
水
の
在
所
は
、
御
井
の
国

と
号
ひ
き
。
時
に
倭
姫
命
詔
は
く
、
「
南
の
山
の
末
を
見
給
へ
ば
、
吉
き
宮
処
可
有
と
見
ゆ
」
と
詔
ひ
て
、

御
宮
処
覔
ぎ
に
大
若
子
命
を
遣
し
き
。
倭
姫
命
は
皇
太
神
を
戴
き
奉
り
て
、
小
船
に
乗
り
給
ふ
。
御
船
に
雑

の
神
財
並
び
に
忌
楯
桙
等
を
留
め
置
き
て
、
小
河
従
り
幸
行
し
た
ま
ひ
き
。
其
の
河
よ
り
し
て
御
船
後
り
立

ち
き
。
尓
の
駅
使
等
、
「
御
船
宇
久
留
」
と
白
し
き
。
其
の
処
を
宇
久
留
と
号
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
す
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る
に
、
速
河
彦
詣
で
相
ひ
き
。
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
た
ま
ふ
。
白
さ
く
、
「
畔
広
の
狭
田
国
」

と
白
し
て
、
佐
佐
上
の
神
田
を
進
り
き
。
其
の
処
に
速
河
狭
田
社
を
定
め
給
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
す
る

に
、
高
水
神
参
り
相
ひ
き
。
「
汝
が
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問
ひ
給
ふ
。
白
さ
く
、
「
丘
高
田
深
坂
手
国
」
と

白
し
て
、
田
上
御
田
を
進
り
き
。
そ
の
処
に
坂
手
社
を
定
め
給
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
す
る
に
、
河
尽
き

き
。
其
の
河
の
水
寒
く
有
り
き
。
則
ち
寒
河
と
号
ひ
き
。
其
の
処
に
御
船
留
め
給
ひ
て
、
即
ち
其
の
処
に
御

船
神
社
を
定
め
給
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
す
る
時
に
、
御
笠
服
給
ひ
き
。
其
の
処
を
加
佐
伎
と
号
ひ
き
。

大
川
の
瀬
を
渡
り
給
は
ん
と
為
た
ま
し
に
、
鹿
の
完
流
れ
相
ひ
き
。
「
是
れ
悪
し
」
と
詔
ひ
て
、
度
り
坐
し

ま
さ
ざ
り
き
。
其
の
瀬
を
相
鹿
瀬
と
号
ひ
き
。
其
の
処
従
り
河
上
を
指
し
て
幸
行
す
れ
ば
、
砂
流
る
る
速
瀬

有
り
き
。
時
に
真
奈
胡
神
参
り
相
ひ
て
、
度
り
奉
り
き
。
其
の
瀬
を
真
奈
胡
御
瀬
と
号
ひ
て
、
御
瀬
社
を
定

め
給
ひ
き
。
其
の
処
従
り
幸
行
す
る
に
、
美
地
に
到
り
給
ひ
ぬ
。
真
奈
胡
神
に
、
「
国
の
名
は
何
ぞ
」
と
問

ひ
給
ひ
き
。
「
大
河
の
滝
原
の
国
」
と
白
し
き
。
其
の
処
を
宇
大
の
大
宇
祢
奈
を
為
て
、
荒
草
を
苅
り
掃
は

し
め
て
、
宮
造
し
て
坐
さ
し
め
き
。
「
此
の
地
は
皇
太
神
の
欲
給
ふ
地
に
は
有
ら
ず
」
と
悟
し
た
ま
ひ
き
。 

 

『皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（新
校
群
書
類
従
本
） 

次
飯
高
県
造
乙
加
豆
知
乎

。
汝
国
名
何
問
賜
只

。
白
久

。
忍
飯
高
国
止

白
支

。
即
神
御
田
幷
神
戸
進
支

。
而
飯

野
高
宮
坐
支

。
彼
時
。
佐
奈
乃
県
造
御
代
宿
禰
乎

。
汝
国
名
何
問
賜
支

。
白
久

。
許
母
理
国
。
志
多
備
乃
国
。

真
久
佐
牟
気
草
向
国
止

白
支

。
即
神
御
田
幷
神
戸
進
支

。
而
多
気
佐
々
牟
迤
宮
坐
支

。
彼
時
。
竹
首
吉
比
古
乎

。

汝
国
名
何
問
賜
只

。
白
久

。
百
張
蘇
我
乃
国
。
五
百
枝
刺
竹
田
乃
国
止

白
支

。
即
櫛
田
根
掠
神
御
田
進
支

。
次
玉

岐
波
流
礒
宮
坐
只

。
次
百
船
乎

度
会
国
。
佐
古
久
志
呂
宇
治
家
田
田
上
宮
坐
支

。 

 

◎
佐
佐
牟
江
宮 

・多
気
郡
明
和
町
山
大
淀
の
笹
笛
橋
南
側
（
対
岸
は
根
倉
村
。
）
、
田
の
中
に
「
竹
佐
々
夫
江
旧
跡
」
の
石

柱
あ
り
（
明
和
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
。
大
正
四
年
九
月
建
立
（
由
緒
書
き
）
。
今
回
は
未
調
査
。

宮
と
社
は
別
な
場
所
な
の
か
確
認
。 

◎
佐
佐
牟
江
社 

・
竹
佐
々
夫
江
神
社
。
明
和
町
山
大
淀
３
０
０
４
。
御
祭
神
は
建
速
須
佐
之
男
命
・
大
歳
神
・
栲
幡
千
々
姫

命
。
（
由
緒
書
き
） 

・
『
斎
宮
式
』
祈
年
祭
神
百
十
五
座 

小
社
九
十
八
座
在
二

多
気
・

度
会
両
郡
一 

竹
佐
佐
夫
江
社 

・
『
神
名
式
』
多
気
郡
五
十
二
座
並小 

竹
佐
佐
夫
江
神
社 

・
宮
司
の
森
家
は
、
近
世
は
大
庄
屋
を
務
め
祭
祀
も
総
括
し
て
い
た
。
（
『
式
内
社
調
査
報
告
』
） 

・
八
束
穂
伝
承
、
根
倉
（
根
掠
）
と
の
関
係
。 

◎
大
与
度
社 

・
竹
大
與
杼
神
社
。
明
和
町
大
淀
乙
１
。
御
祭
神
は
建
速
須
佐
之
男
命
・
大
山
祇
命
・
蛭
子
命
春
日
神
・
住

吉
神
・
霊
符
神
・
宇
賀
魂
命
・
菅
原
神
・
誉
田
別
命
・
綿
津
見
命
・
白
峯
神
・
不
詳
十
座
。
（
『
三
重
県

神
社
誌
』
） 

・
『
斎
宮
式
』
祈
年
祭
神
百
十
五
座 

小
社
九
十
八
座
在
二

多
気
・

度
会
両
郡
一 

大
與
杼
社 

・
『
神
名
式
』
多
気
郡
五
十
二
座
並小 

 
 

 

竹
大
與
杼
神
社 

◎
伊
蘓
宮 

〈
論
社
Ａ
〉 

・
磯
神
社
。
伊
勢
市
磯
町
権
現
前
１
０
６
９
。
御
祭
神
は
天
照
坐
皇
大
御
神
御
魂
、
豊
受
毘
賣
大
神
御
魂
・

木
花
佐
久
夜
毘
賣
神
（
相
殿
二
座
）
・
宇
都
志
国
玉
神
・
菊
理
比
売
神
・
大
山
津
見
神
（
境
内
社
）
。
（
由

緒
書
き
） 
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・
『
斎
宮
式
』
祈
年
祭
神
百
十
五
座 

小
社
九
十
八
座
在
二

多
気
・

度
会
両
郡
一 

礒
社 

・
『
神
名
式
』
度
会
郡
五
十
八
座
大
十
四
座

小
卌
四
座 

 
 

 

礒
神
社 

・
外
城
田
川
の
対
岸
に
丁
塚
古
墳
が
あ
る
。
径
二
九
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
（
高
倉
山

古
墳
に
次
ぐ
大
き
さ
。
）
五
世
紀
末
頃
の
築
造
。
古
代
の
伊
蘇
郷
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
度
会
氏
の

本
拠
地
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
。
（
『
伊
勢
市
史
考
古
編
』
） 

〈
論
社
Ｂ
〉 

・
伊
蘇
上
神
社
。
（
廃
絶
。
明
治
四
十
一
年
、
当
社
社
地
に
相
鹿
上
神
社
を
移
転
し
合
祀
さ
れ
た
。
相
鹿
上

神
社
。
多
気
郡
多
気
町
相
可
字
磯
部
寺
４
６
４
。
Ｊ
Ｒ
相
可
駅
の
近
く
。
） 

・
『
斎
宮
式
』
祈
年
祭
神
百
十
五
座 
小
社
九
十
八
座
在
二

多
気
・

度
会
両
郡
一 

 
 

 

伊
蘇
上
社 

・
『
神
名
式
』
多
気
郡
五
十
二
座
並小 

 
 

 

伊
蘇
上
神
社 

・
出
口
延
経
『
神
名
帳
考
証
』
は
、
『
神
名
秘
書
』
裏
書
の
「
伊
蘇
宮
、
在
二

多
気
郡
逢
鹿
村
字
古
宮
本
一

」

を
根
拠
と
し
て
い
る
。 

・
『
儀
式
帳
』
の
記
述
（
二
重
線
部
）
か
ら
は
、
伊
蘇
宮
は
度
会
郡
で
は
な
く
多
気
郡
に
あ
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。 

・
享
和
頃
、
相
可
村
西
村
四
郎
右
衛
門
が
経
雅
に
碑
建
立
の
相
談
（
『
経
雅
卿
雑
記
』
） 

・
寛
政
年
中
、
村
民
に
よ
り
伊
蘇
宮
旧
址
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
が
、
神
宮
に
よ
り
禁
止
さ
れ
た
。
現
在
相
鹿

上
神
社
境
内
に
建
つ
「
式
内
伊
蘇
上
神
社
」
の
碑
（
明
治
二
十
三
年
建
立
。
）
は
、
こ
れ
を
削
っ
て
使
用

し
た
も
の
と
い
う
。
（
『
式
内
社
調
査
報
告
』
） 

 

◎
小
川
従
り
幸
行
し
た
ま
ひ
き 

・
外
城
田
川
の
垢
離
場
（
倭
姫
命
上
陸
地
跡
）
で
宮
司
さ
ん
が
仰
っ
て
た
の
は
こ
れ
。
こ
こ
よ
り
倭
姫
命
は

外
城
田
川
（
『
世
記
』
に
は
寒
河
と
あ
る
。
）
を
船
で
玉
城
町
方
面
に
向
か
う
が
、
磯
町
の
対
岸
に
西
豊

浜
町
小
川
と
い
う
地
名
が
あ
り
興
味
深
い
（
小
川
を
地
名
と
と
る
か
、
外
城
田
川
の
こ
と
と
と
る
か
。
）
。 

◎
御
瀬
社 

・
皇
大
神
宮
摂
社
多
岐
原
神
社
。
度
会
郡
大
紀
町
三
瀬
川
。
御
祭
神
真
奈
胡
神
。
（
『
お
伊
勢
ま
い
り
』
） 

・
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
管
度
会
郡
神
社
行
事
条 

 
 

 

瀧
原
神
社
一
処 

称
麻
奈
胡
乃
神
、
形
石
坐
、
同
内
親
王
代
定
祝 

 
 
 
 

正
殿
一
宇
長
六
尺
、
弘
四

尺

、

高
七

尺

、
玉
垣
一
重
四
方
各

二

丈

、
坐
地
三
町
、
四
至
東
道
、
南
山
、

西

北

大

川 

・
『
大
神
宮
式
』
諸
社
四
十
座
条 

大
神
宮
所
摂
廿
四
座
・
『
斎
宮
式
』
祈
年
祭
神
条 

 
 

 

多
伎
原
社 

・
『
神
名
式
』
度
会
郡
五
十
八
座
大
十
四
座

小
卌
四
座 

 
 

 

多
伎
原
神
社 

・
社
前
を
旧
熊
野
街
道
が
通
り
、
三
瀬
の
渡
し
に
近
い
。 

◎
大
河
の
滝
原
の
国 

◎
宮 

・
皇
大
神
宮
別
宮
瀧
原
宮
。
大
紀
町
滝
原
８
７
２
。
滝
原
宮
、
滝
原
竝
宮
と
も
に
、
御
祭
神
天
照
大
御
神
御

魂
。
（
『
お
伊
勢
ま
い
り
』
） 

・
『
世
記
』
に
は
「
瀧
原
宮
」
と
は
書
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
宮
と
し
て
整
え
た
も
の
の
御
鎮
座
に
適
し
た

地
で
は
な
か
っ
た
た
め
立
ち
去
っ
て
い
る
。 

・
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
管
神
宮
肆
院
行
事
条 
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瀧
原
宮
一
院
伊
勢
志
摩
両
国
堺
大
山
中
在

太
神
宮
以
西
相
去
九
十
二
里 

称
天
照
太
神
遙
宮
之
御
形
鏡
坐 

正
殿
一
区
長
一
丈
五
尺
、
弘
一

丈
一
尺
、
高
八
尺

、
御
船
殿
一
宇
長
一
丈
五
尺
、
弘

四
尺
、
高
六
尺

、
御
床
一
具
長
八
尺
、
弘
四

尺
、
厚
一
寸
半

、
瑞
垣
一
重
長

廻

十

二

丈
、
高
一
丈

、
御

門
一
間
長
八
尺
、

高

一

丈

、
玉
垣
一
重
長
廻
廿
丈
、

高

九

尺

、
御
倉
一
宇
長
一
丈
一
尺
、
弘

九
尺
、
高
八
尺 

並
宮
一
院 

正
殿
一
区
長
一
丈
五
尺
、
弘
一

丈
一
尺
、
高
八
尺

、
御
床
一
具
長
八
尺
、
弘
四

尺
、
厚
一
寸
半

、
瑞
垣
一
重
長

廻

十

二

丈
、
高
一
丈

、
御
門
一
間
長
八
尺
、

高

一

丈

、
玉
垣
一

重
長
廻
廿
丈
、

高

九

尺

、 

・
『
大
神
宮
式
』
諸
別
宮
条 

 
 

 

瀧
原
宮
一
座
大
神
遙
宮
、
在
下

伊
勢
與
二

志
摩
一

境

山
中
上

、
去
二

大
神
宮
西
一

九
十
里
、 

 
 

 

瀧
原
並
宮
一
座
大
神
遙
宮
、
在
二

瀧
原
宮
地
内
一

、 

・
『
神
名
式
』
度
会
郡
五
十
八
座
大
十
四
座

小
卌
四
座 

 
 

 

瀧
原
宮
大
、
月

次
新
嘗 

・
宮
域
内
に
所
管
社
の
若
宮
神
社
、
長
由
介
神
社
、
川
島
神
社
が
鎮
座
す
る
。
川
島
神
社
は
長
由
介
神
社
に

御
同
座
。
初
見
は
中
世
期
で
、
古
代
に
は
遡
ら
な
い
。 

・
例
幣
使
の
瀧
原
宮
参
向
ル
ー
ト
（
※
出
典
は
未
確
認
。
『
五
鈴
遺
響
』
に
似
た
記
述
あ
り
。
大
西
源
一
「
神

嘗
祭
及
び
月
次
祭
に
於
け
る
瀧
原
宮
参
向
」
『
史
学
会
会
報
』
七
、
昭
和
三
年
？
も
未
見
。
）
が
御
巡
幸

路
と
一
致
す
る
（
『
大
宮
町
史
』
歴
史
編
） 

内
宮
→
宮
川
東
岸
、
上
の
渡
し
→
田
丸
→
野
篠
・
蚊
野
松
原
→
野
中
→
成
川
→
栃
が
池
辺
り
→
女
鬼
坂

（
祢
木
・
子
ギ
）
越
え
（
国
束
山
の
西
を
通
る
。
）
→
宮
川
北
岸
、
東
相
鹿
瀬
・
西
相
鹿
瀬
・
千
代
・

柳
原
→
濁
川
を
渡
る
→
栃
原
新
田
・
神
瀬
・
下
楠
・
上
楠
・
粟
生
・
高
奈
→
坂
瀬
峠
→
下
三
瀬
→
宮
川

を
渡
る
→
多
岐
原
神
社
社
前
→
三
瀬
坂
峠
→
滝
原
宮
。
下
向
時
は
別
ル
ー
ト
（
宮
川
南
岸
を
通
る
。
）
。 

 

◎
飯
野
高
宮
・櫛
田
社
・魚
見
社
・真
名
胡
神
社
・速
河
狭
田
社
・坂
手
社
・御
船
神
社 

・
ま
た
今
度
行
き
ま
し
ょ
う
！ 

・
笹
笛
橋
近
く
の
「
竹
佐
々
夫
江
旧
跡
」
石
柱
も
確
認
し
て
来
ま
す
。 

 

〈参
考
文
献
と
し
て
使
え
る
資
料
〉 

・
『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
…
延
暦
２
３
年
（
８
０
４
）
成
立
。
神
宮
よ
り
、
神
祇
官
に
提
出
さ
れ
た
下
文
。

神
宮
の
創
始
・
年
中
行
事
・
財
政
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
新
校
群
書
類
従
、
昭
和
６
年
１
２
月
、
内

外
書
籍
。
） 

・
『
延
喜
式
』
…
延
長
５
年
（
９
２
７
）
撰
進
。
康
保
４
年
（
９
６
７
）
施
行
。
律
令
法
の
施
行
細
則
を
集

大
成
し
た
法
典
。
全
５
０
巻
の
う
ち
、
神
祇
関
係
の
式
は
１
～
１
０
巻
で
、
巻
４
大
神
宮
式
・
５
斎
宮
式
・

９
と
１
０
神
名
式
。
（
『
延
喜
式 

上
』
虎
尾
俊
哉
編
、
平
成
１
２
年
五
月
、
集
英
社
。
） 

・
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
６
巻
東
海
道
１
（
東
海
道
２
は
中
北
勢
。
）
…
『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
記
さ
れ

た
神
社
に
つ
い
て
個
別
に
調
査
し
た
も
の
。 

・
『
三
重
県
の
地
名
』
な
ど
の
地
名
辞
典
。
平
凡
社
・
角
川
書
店
、
ま
た
戦
前
の
も
の
で
す
が
吉
田
東
伍
『
大

日
本
地
名
辞
書
』
も
有
益
。 

・
『
勢
陽
雑
記
』
・
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
・
『
伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
と
い
っ
た
江
戸
時
代
の
地
誌
類
。 

・
大
神
宮
叢
書
の
『
神
宮
典
略
』
と
か
御
巫
清
直
の
著
作
、
随
筆
大
成
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ど
。 

・
現
在
の
市
町
村
史
も
活
用
で
き
ま
す
。 


